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商品の具体例

水底微動探査装置 (特許第6766122号)
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洋上風力発電設備のための海底地盤調査として、
海底微動アレイ探査を開発しました。
この方法により、ボーリングや CPT を実施せずに、
海底面下のS波速度分布 (工学的基盤の分布深度) を
求めることができます。
海底微動アレイ探査では、右図に示すように地震計
を海底面に、データ収録器と GNSS 装置を海上のブ
イに設置して、収録データの同期をとっています。
測定装置の設置は、船を所定の微動計設置ポイント
に GNSS で誘導し、船上から装置を海に投下すると
いう方法を取ります。このため、微動計の位置を確
定する方法として、微動測定後に海上の多数点で人
工的に音波を発生させ、海上の音波発生点の位置と
音波の到達時間から地震計の正確な位置を求める
工夫をしています。この方法によれば海底微動計
を微動アレイ探査のみならず位置測定器としても
利用でき簡易な位置測定が可能となります。
SSBL 方式のトランスポンダーと比較すると、我々の測位法は、艤装に時間と手間がかからずキャリブレーションが不要であ
ること、同様の測定精度の場合、1台あたりの価格が 1/10 以下であることが利点です。

【海底微動アレイ】海底面に設置した微動計の位置測定方法

洋上風力発電事業の海底地盤調査、海底微動アレイ探査のための海底微動計の位置測定サービス

海底微動計の位置を測定音波発信機海底微動計を投下 
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